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令和８年度 授業改善推進プラン（全体） 

 

学校名 豊島区立朋有小学校 

校長名  石川 悦子 

 

学校の教育目標 

にっこりあいさつ はっきりすてきなことば やる気いっぱいこころひとつに 

～地域と共に育む「にっこり はっきり やるき」の教育～ 

学力に関する目指す児童像 

笑顔で始まり、自分の言葉で気持ちを伝え合い、本気で力を発揮する児童 

授業改善推進プランの全体像 

【目 標】学習に主体的に取り組む児童の育成 

 

【手立て】 

 上記の児童像を達成するために以下の３つの手立てに取り組む。 

 

① スモールステップで、分かりやすい授業！ 

・基礎的基本的な学力が確実に定着するように、スモールステップで達成感を積み重ねる授業構成

を工夫する。 

・導入（構成・教材）を工夫し、児童に興味関心を湧かせるようにしていく。 

・「めあて」と「まとめ」の正対させることを意識する。 

・「振り返りの視点」を活かし、感想ではない振り返りを。 

・１年生から習熟度別指導の体制を整え、個に応じたきめ細かい指導と、評価の一体化を図り、基礎

学力の向上を目指す。（算数） 

 

② 魅力的な教材開発で、楽しい授業！ 

・主体的に学ぶために、児童の興味関心を高めたり、深めたりするような教材教具の工夫、発問の工

夫や対話的な学習活動の工夫をする。 

・教科の年間指導計画のねらいに沿って、ティームティーチング、合同授業、学年間交流、地域講師

や企業の活用など、多様な指導方法を展開する。 

 

③ ＩＣＴ機器の積極的な活用で、学習の幅が広がる授業！ 

・積極的にタブレットＰＣを活用して必要な情報を得たり、学習内容を効果的に共有したりできる

ようにする。 

・プログラミング教育が目指す情報活用能力・問題解決能力を身に付けさせるためにタブレット PC

等の ICT機器を積極的に活用した学習を展開する。 

 

 

 

 

【様式１】 


